
【主な症状】 

・ 2〜5日の潜伏期間の後、突然38℃以上の発熱、咽頭発赤、苺状の舌などの症状が現れます。 

しばしば嘔吐を伴います。 ・ 熱は 3〜5日以内に下がり、1週間以内に症状は改善します。 

・ 重症化すると喉や舌、全身に発赤が拡がる「猩紅熱（しょうこうねつ）」に移行することがあります。 
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仙南保健所オリジナルキャラクター 

「てあらっこ」 

せんなん感染症情報 令和８年１月号 

仙南保健所管内の全数報告疾病 

（宮城県感染症発生動向調査 第５０週 ～ 第２週（R7.12/8～R8.1/11）より 

１類感染症：報告なし  ２類感染症：報告なし 

３類感染症：報告なし  ４類感染症：報告なし  ５類感染症：百日咳 女性 1 名    

       

 

御意見・御質問などは 

仙南保健所疾病対策班までお願いします  

 電話：0224－53－3121  

FAX：0224－52－3678 

せんなん感染症情報 

バックナンバーは 

こちらからどうぞ  

宮城県感染症発生 

動向調査【週報】は 

こちらからどうぞ  

～ A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ～ 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は、冬季と春から初夏にかけて流行のピークが見られることが多く、家庭や学

校での集団生活での感染が多いとされています。 

 

【主な感染経路】 

・咳やくしゃみなどのしぶきに含まれる細菌

を吸い込むことによる「飛沫感染」、細菌が

付着した手で口や鼻に触れることによる

「接触感染」。 

 

【治療】 

・抗菌剤による治療を行います。 

・腎炎などの合併症を防ぐため、症状が改善しても主治医

に指示された期間、薬を飲むことが大切です。 

 

・「咳エチケット」を実施しましょう。 

・外出後や食事の前などには、石けんと流水による手洗いを徹底しましょう。 

・家族や身近な方が感染した場合は、タオルなどの共用を避けましょう。 

 

高齢者に対する肺炎球菌ワクチンによって、重症な肺炎などにかかることを予防できます。 

６５歳の方と、６０～６４歳で一定の基礎疾患がある方は１回接種ができます。  

【概 要】 

・肺炎球菌という細菌によって引き起こ

される病気です。この菌は、主に気道の

分泌物に含まれ、唾液などを通じて飛

沫感染します。 

・日本人の約 3～5%の高齢者では鼻や

喉の奥に菌が常在しているとされま

す。これらの菌が何らかのきっかけで

進展することで、気管支炎、肺炎、敗血

症などの重い合併症を起こすことがあ

ります。 

【ワクチンの効果】 

・肺炎球菌には 90 種類以上の血清型があり、定期接種で使用され

る「２３価肺炎球菌ワクチン」は、そのうちの２３種類の血清型に効果

があります。 

・この 23 種類の血清型は成人の侵襲性肺炎球菌感染症の原因の約

4-5割を占めるという研究結果があります。 

・このワクチンは、23種類の血清型の侵襲性肺炎球菌感染症を4割

程度予防する効果があります。 

・定期接種の実施主体は市町村になります。詳細は、お住まいの市町

村にお問い合わせください。  ※ 過去に２３価肺炎球菌ワクチンの

接種を受けたことがある方は、定期接種の対象となりません。 

肺炎球菌感染症の予防にワクチン接種を受けましょう 

【予 防】 


